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平
成
二
十
九
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
日
、
早
旦
、
歳
旦
祭
を
奉
仕
申
し
上
げ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、
崇
敬

奉
賛
会
員
、
崇
敬
者
各
位
の
繁
栄
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
の
世
に
、
い
か
に
文
明
が
進
ん
で
も
、
大
自
然
の
脅
威
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
の
祖
先
は
、
毎
年
台
風
や
地
震
が
襲
来
す
る
過
酷
な
自
然
環
境
の
中
で
、
人

の
力
で
は
超
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
自
然
を
恨
ま
ず
受
け
入
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
然
と
生
活
は
対
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の
摂
理
に
順
応
し
、

自
然
そ
の
も
の
を
神
と
崇
め
尊
び
畏
み
つ
つ
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
稲
作

を
基
軸
に
「
文
化
」
と
「
精
神
性
」
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

温
暖
湿
潤
気
候
の
自
然
環
境
の
恩
恵
に
よ
り
発
達
し
た
稲
作
文
化
と
、
稲
作
の
要

と
な
っ
た
水
を
中
心
と
す
る
村
が
確
立
さ
れ
、
水
に
は
神
を
見
、
水
の
流
れ
を
生
活

心
情
、
さ
ら
に
は
生
き
る
哲
学
に
ま
で
高
め
た
精
神
文
化
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
と

水
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
、
水
信
仰
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

人
々
は
滾
々
と
湧
く
清
水
に
神
秘
を
感
じ
、
神
々
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
賜
物
で
あ
る
水
で
、
神
々
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

元
旦
の
朝
早
く
に
汲
む
水
を
「
若
水
」
と
い
い
ま
す
。

若
　
　
水

射水神社宮司

松 本 正 昭

　

元
々
を
い
え
ば
「
若
水
」
は
、
古
代
、
立
春
の
日
に
宮
中
の
主も
い

水と
り
の
つ
か
さ
司
か
ら
天
皇
に

水
を
献
上
し
、
朝
食
の
時
神
々
に
供
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
の

ち
に
正
月
に
家
長
が
汲
み
、
神
棚
に
供
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
法
典
で
あ
る
『
延
喜
式
』
所
載
の
「
出
雲
国
造
神か
む

賀よ
ご
と詞
」
に
、

彼
方
の
古
川
原
、
此
方
の
古
川
原
に
、
生な
り
い
づ
る出
、
若わ
か

水み

沼ぬ

間ま

の
、
弥い
や

若わ
か

え

に
、
御み

若わ
か

え
ま
し
、
す
す
き
振ふ
り

遠さ
く

と
、
美う
づ

の
水み

の
祢ね

を
知し
る

に
、
御み
う
へ表
知し
り

ま
す

と
記
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
若
水
」
と
い
う
の
は
若
や
ぐ
霊
力
を
も
つ
も
の
を
意
味

す
る
言
葉
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、『
万
葉
集
』
に
も
変を
ち
み
づ

若
水
を
詠
ん
だ
歌
は
幾
つ
か
見
ら
れ
、「
白
髪
生
ふ
る

こ
と
は
思
は
ず
変
若
水
は
か
に
も
か
く
に
も
求
め
て
行
か
む
」（
巻
四
・
六
二
八
番
歌
）

の
「
変ヲ

若チ

」
と
は
若
返
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
に
は
魂
を
若
返
ら
せ
る
霊
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
神
様
は
水
の
霊
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
水
の
霊
力
に
よ
っ
て
毎
年
生
命
を
新

た
に
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
日
本
人
は
、
神
を
生
み
、
神
を
年
毎
に
新
た
に
す
る
水

を
崇
め
、
そ
の
霊
力
を
自
分
た
ち
の
身
の
上
に
欲
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

元
来
、
日
本
人
の
人
生
感
で
は
、
毎
年
正
月
を
期
し
て
生
命
が
甦
る
こ
と
が
出
来

る
も
の
と
考
え
、
そ
の
た
め
、
神
か
ら
そ
の
新
し
い
魂
を
も
ら
う
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
若
水
汲
み
」
と
結
び
つ
い
た
の
で
す
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
、
水
は
神
聖
な
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
恐
れ
で
あ
り
、
共
同
体

の
〝
絆
〟
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

水
を
通
し
て
、
我
々
日
本
人
の
生
活
の
中
に
、
精
神
性
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
日
の
私
た
ち
は
、
水
の
有
難
さ
や
自
然
の
恵
み
を
忘
れ
、
一
方
的
に
自
然
環
境
を

破
壊
し
て
い
ま
す
。

　

水
を
敬
う
信
仰
や
習
俗
、
こ
の
先
人
の
教
え
に
今
、
我
々
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
皆
様
方
の
更
な
る
躍
進
、
若
返
り
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



3 　射水

　

昨
年
、
平
成
二
十
八
年
は
、
熊
本
地
震
を
始
め
、
各
地
で
自
然
災
害
の
被
害
に
見

舞
わ
れ
、
改
め
て
自
然
の
様
々
な
姿
が
心
に
焼
き
付
く
一
年
で
し
た
。
防
災
の
備
え

の
大
切
さ
に
思
い
を
致
す
一
方
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
御
神
威
の
発
揚

に
努
め
る
こ
と
を
自
ら
に
も
課
さ
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
式
年
大
祭
を
振
り
返
っ
て
、
明
治
八
年
当
時
、
高
岡
城
本
丸
跡

に
御
遷
座
頂
い
た
目
的
は
、
古
御
城
の
地
を
民
間
へ
の
分
割
払
い
下
げ
か
ら
守
り
、

街
の
宝
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
本
丸
跡
に
射
水
神
社
に
鎮

座
頂
く
こ
と
で
、
公
の
場
と
し
て
公
園
指
定
が
か
な
い
ま
し
た
。

　

爾
来
、
古
城
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
奇
し
く
も
御
遷

座
百
四
十
年
を
迎
え
た
平
成
二
十
七
年
に
「
高
岡
城
跡
」
と
し
て
国
が
指
定
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
歴
史
文
化
都
市
と
し
て
高
岡
の
街
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
て
行
く
上
で
、
古
城
公
園
す
な
わ
ち
射
水
神
社
の
果
た
す
役
割
は
重
要
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
体
育
館
を
始
め
他
の
公
共
施
設
が
公
園
外
へ
移
転
し

て
行
く
中
、
射
水
神
社
を
核
に
新
た
な
古
城
の
地
の
姿
を
じ
っ
く
り
と
描
き
、
形
に

し
て
行
く
事
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
も
松
本
正
昭
宮
司
の
も
と
、
射
水
神
社
の
ま
す
ま
す
の
隆
盛
を
願
い
、
そ
の

御
神
徳
を
得
て
、
地
域
が
栄
え
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
崇
敬
奉
賛
会
役
員
、
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
の
、
国
、
県
、
ま
た
高
岡
の
町
々
里
々
の
弥
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
神
社
崇
敬
奉
賛
会
に
対
し
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昨
年
は
過
ぐ
る
年
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
「
御
鎮
座
千
三
百
四
十

年
・
御
遷
座
百
四
十
年
式
年
大
祭
」
を
恙
な
く
終
え
、
次
の
大
祭
に
向
け
て
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
大
祭
の
成
功
に
向
け
結
成
し
た
式
年
大
祭
奉
賛
会
は
、
そ

の
使
命
を
完
遂
し
て
六
月
に
解
散
式
を
行
い
、
向
後
は
こ
れ
ま
で
の
崇
敬
奉
賛
会
と

し
て
再
組
織
し
、
来
る
百
五
十
年
の
式
年
大
祭
に
向
け
、
当
神
社
の
さ
ら
な
る
御
神

威
の
発
揚
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
松
本
宮
司
は
じ
め
神
職
・
職
員
は
積
極
的
に
当
神
社
の
御
神
徳
の

宣
揚
・
護
持
運
営
に
努
力
し
て
お
ら
れ
る
に
接
し
、
崇
敬
奉
賛
会
と
し
て
も
祭
儀
の

奉
賛
や
、
新
た
な
教
化
活
動
の
展
開
、
そ
し
て
何
よ
り
も
次
の
大
祭
に
向
け
気
運
の

造
成
を
図
る
年
に
本
年
は
し
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
崇
敬
奉
賛
会
員

は
じ
め
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
酉
年
で
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
鶏
の
鳴
き
声
は
夜
明
け
を
告
げ
る

も
の
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
新
た
な
発
展
に
向
け
、
さ
ら
な
る
御
神
威
の
発
揚
に
努
め
、
併
せ
て
崇

敬
奉
賛
会
会
員
各
位
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

崇敬奉賛会総裁

橘　慶 一 郎

崇敬奉賛会会長

穴 田 甚 朗

射
水
神
社
と
と
も
に
歩
む
高
岡
の
街

次
な
る
大
祭
に
向
け
気
運
造
成
の
年
に
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特
集

一
年
の
稔
り
に
感
謝
を
捧
げ
る
『
新
嘗
祭
』

〝
新
史
料
発
見
〟 

古
儀
を
復
興

Ⅰ
、
新
嘗
祭
と
は

　

年
間
六
十
八
度
を
数
え
る
主
だ
っ
た
祭
典
の
中
で
、
最
重
儀
の
大

祭
式
で
行
わ
れ
る
四
大
祭
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
新
嘗
祭
』
を
十
一
月

二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
の
祈
年
祭
（
大
祭
式
）
と
対
を
な
す
も
の
で
、
御
神
前
に
五

穀
を
は
じ
め
、
海
川
山
野
の
収
穫
物
を
捧
げ
て
、
今
年
の
豊
か
な
稔

り
と
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
振
興
発
展
に
感
謝
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

古
来
よ
り
宮
中
お
よ
び
、
伊
勢
の
神
宮
、
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
、

宮
中
神
嘉
殿
で
は
、
天
皇
陛
下
御
親
ら
新
穀
を
神
様
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

Ⅱ
、
新
史
料
の
発
見

　

九
年
後
の
遷
座
百
五
十
年
祭
に
向
け
、
大
正
十
三
年
に
発
行
さ
れ

た
『
射
水
神
社
志
』
以
来
の
本
格
的
な
冊
子
の
完
成
を
目
指
す
社
誌

編
纂
事
業
に
お
け
る
関
係
史
料
の
蒐
集
の
過
程
で
、
本
年
十
月
十
日

に
都
内
で
新
た
な
史
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
付
で
所
有
者
よ
り
譲
り
受
け
、
十
一
月
十
八
日
に
報
道

関
係
者
へ
特
別
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
そ
の
内
容
・
体
裁
等
に

つ
い
て
、
現
在
も
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
は
、
神
社
旧
蔵
の
も
の
で
、
昭
和

二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
同
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
頃
ま
で
の
記

録
、さ
ら
に
「
神
社
祭
儀
案
内
状
」「
進
納
者
名
簿
」「
神
社
略
記
」「
神

饌
料
包
紙
」
等
の
実
物
見
本
綴
で
、
大
半
が
藁
半
紙
に
孔
版
刷
で
す
が
、

若
干
の
肉
筆
を
含
む
も
の
で
す
。
数
枚
毎
に
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、

総
数
は
約
七
十
枚
に
及
び
ま
ず
。

県内外から寄せられた進納品
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一
、五
穀
の
部

　

新
　
米　

高
岡
市
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　

石
川
県
志
賀
町
在
住
崇
敬
者

　

紅
白
餅　

射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会

　
　
　
　
　

高
岡
市
護
国
神
社
奉
賛
会

　
　
　
　
　

い
み
づ
協
賛
会

　

小
　
豆　
石
川
県
志
賀
町
在
住
崇
敬
者

一
、
御
神
酒
の
部

　

清
　
酒　

穴
田　

甚
朗

　
　
　
　
　

林　
　

松
夫

　
　
　
　
　

佐
武
峻
三
久

　
　
　
　
　

荻
原　

隆
夫

　
　
　
　
　

広
島　

康
雄

　
　
　
　
　

高
岡
交
通
㈱

　
　
　
　
　

読
売
新
聞
北
陸
支
社

　
　
　
　
　

北
陸
銀
行
高
岡
支
店

　
　
　
　
　

㈱
北
陸
建
材
社

　
　
　
　
　

塩
﨑
商
衡
㈱

　
　
　
　
　

茶
道
清
風
の
会

　
　
　
　
　

㈱
山
内
神
仏
具
店

　
　
　
　
　

森
田
建
設
㈱

　
　
　
　
　

㈱
山
本
建
成
工
業

　
　
　
　
　

高
岡
市
弓
道
連
盟

　
　
　
　
　

富
山
テ
レ
ビ
放
送
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
支
社

　
　
　
　
　

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
支
社

Ⅲ
、
古
儀
復
興
に
向
け
て

　

前
述
の
史
料
に
よ
る
と
、
当
年
の
豊
穣
・
豊
漁
の
報
賽

を
捧
げ
て
神
恩
に
感
謝
す
る
本
社
の
新
嘗
祭
に
は
、
か
つ

て
富
山
県
知
事
始
め
、
各
郡
市
長
、
総
代
ら
が
参
拝
、
御

神
前
に
は
県
下
一
円
よ
り
の
特
産
物
を
「
進
納
品
」（
新
米
・

酒
・
魚
・
海
菜
・
野
菜
・
果
物
・
生
花
・
工
業
製
品
な
ど
）

と
し
て
お
供
え
し
、
歌
舞
音
曲
が
奉
奏
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
古
儀
復
興
へ
向
け
た
契
機
と
し
て
、
県
内
外

の
崇
敬
者
各
位
に
特
産
物
の
進
納
を
募
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
御
神
前
に
は
今
秋
収
穫
さ
れ
た
新
米
や
、
酒
、

海
の
幸
、
山
の
幸
を
は
じ
め
、
伊
勢
の
神
宮
式
年
遷
宮
で

御
神
宝
の
奉
製
に
用
い
ら
れ
た
「
越
中
福
岡
の
菅
」
の
菅
笠
、

来
年
の
干
支
で
あ
る
「
酉
」
の
高
岡
銅
器
な
ど
、
例
年
の

四
倍
と
な
る
進
納
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

カ
マ
タ
ニ
印
刷

　
　
　
　
　

山
田
酒
店

　
　
　
　
　

あ
け
ぼ
の
敬
神
講

　
　
　
　
　

戸
井　
　

貢

　

濁
　
酒　

中
西　

邦
康

　

麦
　
酒　

い
み
づ
協
賛
会

一
、
海
川
の
部

　

鯛
・
ガ
ン
ド　

㈱
高
岡
水
産
物
市
場

　

し
し
ゃ
も　
　

㈱
正
三
商
店

　

蟹　
　
　
　
　

㈲
宮
一

　

干
　
物　
　
　

㈲
橘
楼

　

昆
　
布　
　
　

㈱
室
屋

　
　
　
　
　
　
　

扇
子
昆
布
店

一
、
山
野
の
部

　

椎
　
茸　
　
　
　

㈱
北
翔

　

薩
摩
芋　
　
　
　

太
閤
堂

　

薩
摩
芋
・
南
瓜　

新
田
孝
次
郎

一
、
果
物
の
部

　

林
　
檎　

丸
果
㈱
高
岡
青
果
市
場

　

蜜
　
柑　

㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
佐
武

　

柑
　
子　

向
山　

耕
司

　

柿　
　
　

富
山
県
高
岡
市
在
住
崇
敬
者

一
、
菓
子
の
部

　

越
中
銘
菓　

㈱
大
野
屋

　
　
　
　
　
　

㈱
中
尾
清
月
堂

一
、
工
業
製
品
の
部

　

髙
村
光
雲
作
　
干
支
「
酉
」

　
ブ
ロ
ン
ズ
像

　
　
　
　
　
　

㈱
織
田
幸
銅
器

　
越
中
福
岡
「
菅
笠
」

　
　
　
　
　
　

城
山　
　

孝

一
、
幣
帛
料
の
部

　

穴
田　

甚
朗

　

林　
　

松
夫

　

広
島　

康
雄

　

㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
佐
武

　

読
売
新
聞
北
陸
支
社

　

塩
﨑
商
衡
㈱

　

黒
谷
美
術
㈱

　

㈱
日
東

　

森
田
建
設
㈱

　

高
岡
市
弓
道
連
盟

　

高
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
・

　
　
　
　
　
　
　

オ
オ
タ
ピ
ア
ノ

　

あ
け
ぼ
の
敬
神
講

　

藤
川　

達
三

　

玉
井　

幸
雄

　

戸
井　
　

貢

　

江
守　

榮
信

　

石
灰　

昭
光

　

島　
　

啓
介

　

太
田　

奈
緒
美（

敬
称
略
・
順
不
同
）

新
嘗
祭
進
納
者
芳
名
一
覧

各社新聞で報道された記事
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今
年
も
「
十
四
歳
の
挑
戦
」
で
、
市
内
の
三
中
学
校
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
当
社
の
神
主
・
巫
女
さ
ん
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

神
社
の
一
日
は
、

毎
日
清
掃
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
、
朝
拝
と

い
う
お
参
り
で
お

祓
い
を
う
け
て
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
に
励
み
ま
す
。

　

今
回
も
作
法
の

練
習
や
、
授
与
所

で
の
奉
仕
、
披
露

宴
会
場
の
準
備
な

ど
を
奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
、
奉
仕

を
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
今
後
の
力
と
な

れ
ば
嬉
し
い
限
り

で
す
。・

高
陵
中
学
校

・
南
星
中
学
校

・
伏
木
中
学
校

社殿周りの清掃

祓いをうける神職ら

授与所での奉仕

神
主
さ
ん
、
巫
女
さ
ん
を
学
ぶ

「
十
四
歳
の
挑
戦
！
」

菊
花
香
る明

　
治
　
祭

　

十
一
月
三
日
は
、
我
が
国
を
文
化
の
薫
り
高
い
近
代
国

家
へ
と
導
か
れ
た
、
明
治
天
皇
の
誕
生
日
に
あ
た
り
ま
す
。

当
社
祭
祀
規
程
に
則
し
八
台
の
神
饌
を
お
供
え
し
、
宮
司

が
祝
詞
を
奏
し
て
、
玉
串
を
奉
り
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
の
御
聖
徳
を
仰
ぐ
、
こ
の
お
祭
り
で
は
、
皇

室
の
弥
栄
、
国
家
の
繁
栄
、
崇
敬
奉
賛
会
員
は
も
と
よ
り

国
民
の
安
寧
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
諸
産
業
・
文
化
の
振

興
と
平
安
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

８
月
27
日  
諏
訪
社
例
祭

９
月
16
日  
秋
季
大
祭

９
月
22
日
　
秋
季
皇
霊
祭

　
　
　
　
　
日
吉
社
秋
祭

９
月
25
日  

院
内
社
秋
祭

９
月
26
日
・
27
日

　
　
　
　
　
崇
敬
奉
賛
会
研
修
旅
行

10
月
１
日
〜
11
月
30
日

　
　
　
　
　
七
五
三
ま
つ
り

10
月
４
日
　
高
岡
市
護
国
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
季
例
大
祭

10
月
17
日
　
神
嘗
奉
祝
祭

11
月
3
日  

明
治
祭

11
月
15
日
　
蒲
鉾
昆
布
奉
献
祭

11
月
22
日
　
幸
ひ
守
清
祓
式

11
月
23
日  

新
嘗
祭

12
月
21
日  

冬
至
祭

12
月
23
日  

天
長
祭

12
月
26
日
　
煤
拂
祭

　
　
　
　
　
神
符
守
札
奉
製
入
魂
祭

12
月
29
日  

年
越
大
祓

12
月
31
日  

除
夜
祭

毎
月
１
日 

朔
日
祭
・
23
日 

月
次
祭
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神前に祝詞を奏上する宮司

蒲鉾を食べる子供たち

舞楽『蘭陵王』を奉奏

家
族
の
絆
を
確
か
め
る

　
　
　
　
冬
　
至
　
祭

晴
れ
や
か
に

　
　
七
五
三
ま
つ
り

健
や
か
な
成
長
を
祈
願

　
　
　
蒲
鉾
昆
布
奉
献
祭

　

一
年
で
最
も
昼
が
短
く
、
夜
が
長
い
「
冬
至
」
の
日
、

丸
果
㈱
高
岡
青
果
市
場
ご
奉
納
の
〝
柚
子
〟
百
二
十
個
と

南
瓜
を
雅
楽
の
名
曲
「
蘭
陵
王
」
奏
楽
の
も
と
、
大
前
に

献
供
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
神
事
で
、
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
本

年
発
生
し
た
災
害
か
ら
の
復
興
と
、
各
家
庭
の
幸
せ
を
祈

り
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
ご
参
列
の
皆
様
に
は
、
撤
下
の
柚
子
を
お
配

り
し
、
柚
子
茶
で
体
を
温
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
行
幸
啓
と
「
蒲
鉾

九
百
年
」
を
記
念
し
て
、
昨
年
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
て
、
蒲

鉾
が
「
天
野
屋
蒲
鉾
店
」「
富
山
ね
る
も
の
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
よ
り
、
昆
布
は
「
㈱
室
屋
」
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

献
納
さ
れ
、
大
前
に
献
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
五
三
当
日
、
十
一
月
十
五
日
の
祭
典
後
に
は
、
お
参

り
に
来
た
子
供
た
ち
に
蒲
鉾
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
供
え
さ

れ
た
越
中
な
ら
で
は
の
謹
製
「
黒
と
ろ
ろ
昆
布
」
も
撤
下

品
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
一
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
の
間
、
本
年
も
七
五
三

の
お
祝
い
を
迎
え
た
、
た
く
さ
ん
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
が
お
参
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

連
日
、
千
歳
飴
を
手
に
元
気
な
声
が
境
内
に
こ
だ
ま
し
、

神
社
が
子
供
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
頃
の
記
憶
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

元
気
に
、
そ
し
て
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
ご
覧
に
な
っ

た
射
水
の
大
神
様
も
大
変
お
喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



射水　8 

第
六
回
　
崇
敬
奉
賛
会
研
修
旅
行
記

遠
江
国
一
宮
と
久
能
山
東
照
宮
を
訪
ね
て

崇
敬
奉
賛
会 

理
事　
　

林　
　

松　

夫

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
・
二
十
七
日
と
崇
敬
奉
賛
会
研

修
旅
行
で
遠
と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
の
一
宮
・
小
國
神
社
［〝
お
ぐ
に
〟
と
濁
点

を
つ
け
て
呼
ぶ
人
が
い
る
が
、〝
お
く
に
〟
で
あ
る
］
と
久
能

山
東
照
宮
の
正
式
参
拝
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
天
候
が
不
順
で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
神
の
ご

加
護
か
、
研
修
の
二
日
間
は
よ
く
晴
れ
、
和
気
藹
々
と
楽
し
い

旅
行
で
し
た
。

　

早
朝
六
時
半
出
発
、
一
路
小
國
神
社
へ
と
向
か
い
、
十
一
時

過
ぎ
に
到
着
し
ま
し
た
。
遠
江
の
国
は
今
の
静
岡
県
西
部
で
あ

り
、
小
國
神
社
は
そ
の
一
宮
で
あ
り
ま
す
。
旧
社
格
は
国
幣
小

社
で
す
が
、
平
成
十
七
年
に
鎮
座
千
四
百
五
十
年
祭
が
行
わ
れ

て
お
り
、
鬱
蒼
と
し
た
三
十
万
坪
の
広
大
な
森
の
中
に
、
大
国

主
命
を
主
祭
神
と
す
る
小
國
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と

き
わ
神
々
し
い
感
じ
を
受

け
ま
し
た
。

　

都
合
で
欠
席
さ
れ
た
松

本
宮
司
の
代
理
と
し
て
出

席
さ
れ
た
炭
谷
禰
宜
と
村

本
理
事
以
下
全
員
で
参
拝

を
済
ま
せ
た
後
、
宮
川
の

ほ
と
り
を
歩
い
て
バ
ス
に

乗
り
ま
し
た
が
、
神
社
は

も
み
じ
の
名
所
と
し
て
も

有
名
で
、
本
殿
に
向
か
っ

て
右
側
の
宮
川
沿
い
に
は
鮮
紅
色
の
「
も
み
じ
橋
」
を
挟
ん
で

千
本
の
も
み
じ
が
あ
り
、
時
期
的
に
紅
葉
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

の
は
、
残
念
で
し
た
が
、
澄
み
渡
っ
た
水
と
柔
ら
か
い
緑
に
包

ま
れ
、
紅
葉
の
時
期
の
見
事
さ
が
想
像
さ
れ
る
光
景
で
し
た
。

　

つ
い
で
神
社
の
近
く
の
久
米
吉
で
宮
前
田
楽
の
昼
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
こ
と
に
結
構
な
味
付
け
の
こ
ん
に
ゃ
く

と
神
社
よ
り
頂
戴
し
た
白
酒
で
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
い
で
静
岡
市
丸
子
の
吐と

げ
っ
ぽ
う
さ
い
お
く
じ

月
峰
柴
屋
寺
で
京
都
の
東
山
を

模
し
た
竹
林
か
ら
昇
る
月
の
風
景
が
有
名
な
庭
を
眺
め
た
後
、

焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
夫
婦
は
八
十
歳
を
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
ま
で

富
士
山
を
ゆ
っ
く
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ロ

ビ
ー
か
ら
テ
ラ
ス
に
出
て
や
っ
と
念
願
の
富
士
を
見
て
感
慨

ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

翌
日
は
日
本
平
で
青
空
の
中
に
そ
び
え
る
富
士
山
を
ゆ
っ

く
り
眺
め
、
ケ
ー
ブ
ル
に
乗
り
、
久
能
山
東
照
宮
で
は
落
合
宮

司
に
よ
る
社
頭
案
内
で
国
宝
の
神
殿
と
家
康
御
廟
所
を
拝
し

博
物
館
を
見
学
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
ご
と
く
大
国
主
命
（
大

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
）
に
つ
い
て
は
歴

史
書
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
冒
頭
に
有
名
な
神
話
が
の
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
神
道
は
多
神
教
で
、
寛
容
で
、
人
間
的
で
も
あ

り
、
自
然
へ
の
畏
敬
を
忘
れ
て
い
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と

つ
ね
づ
ね
思
っ
て
お
り
、
今
回
は
霊
峰
富
士
山
、
小
國
神
社
、

久
能
山
東
照
宮
を
拝
し
、
そ
の
感
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

小國神社社頭

落合宮司の講話



9 　射水

〝
良
い
夫
婦
の
日
〟
11
月
22
日

　
花
婿
・
花
嫁
姿
の
お
守
り

　
　「
幸
ひ
守
」を
お
祓
い

　

平
成
二
十
五
年
の
〝 

良
い
夫
婦
の
日 

〟（
十
一
月
二
十
二
日
）
に
花
婿
・

花
嫁
姿
を
あ
し
ら
っ
た
特
別
な
お
守
り
を
初
め
て
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
守
り
は
、
当
社
の
巫
女
や
結
婚
式
場
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
を
相
談
し
て
、
新
た
に
京
都
・
西
陣
で
江
戸
時
代
（
安

政
二
年
［
一
八
五
五
］）
を
創
業
と
す
る
神
符
守
札
の
奉
製
所
が
初
め
て

奉
製
し
た
も
の
で
、
近
年
は
「
和
婚
」
と
も
呼
ば
れ
、
い
ま
人
気
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
る
〝
日
本
の
結
婚
式
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
新
郎
は
日
本
男

児
の
最
高
礼
装
「
紋も
ん

付つ
き

羽は
お
り織
袴は
か
ま」、
新
婦
は
花
嫁
衣
装
の
代
名
詞
で
も
あ

る
「
白し
ろ

無む

垢く

」
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
織
り
で
表
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
織
物
で
も
高
い
品
質
を
誇
り
、
高
度
な
技
術
に
よ
っ
て
「
織

り
」
に
こ
だ
わ
る
「
西
陣
織
」
で
奉
製
さ
れ
、「
お
二
人
に
行
く
末
長
く

幸
せ
が
続
き
ま
す
よ
う
」
に
と
、「
幸
さ
き
わ

ひい

守ま
も
り」
と
松
本
正
昭
宮
司
が
命
名

し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
幸
ひ
守
」
は
、
結
婚
を
決
め
ら
れ
、
式
場
見
学
の
た
め
に
射
水

神
社
に
お
参
り
を
さ
れ
た
お
二
人
に
だ
け
特
別
に
お
渡
し
し
、〝
こ
こ
ろ

の
よ
り
ど
こ
ろ
〟
と
し
て
晴
れ
の
結
婚
式
の
日
を
迎
え
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

本
年
も
「
良
い
夫
婦
の
日
」
と
提
唱
さ
れ
ま
す
十
一
月
二
十
二
日
午
前

十
一
時
よ
り
儀
式
殿
に
て
清
祓
式
を
執
り
行
い
、
お
祓
い
を
致
し
ま
し
た
。

※通常の神札・お守りのように授与所で
　お受けすることは出来ません。

幸ひ守と一緒にお渡しする「えんむすび絵馬」

デザイン原画
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写
真
展 

ふ
る
さ
と
の
風
景

　

私
達
が
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
て
い
る
風
景
も
、
や
が
て

は
新
た
な
風
景
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
日
々
変
化
を
遂

げ
る
風
景
を
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
資
料
と
し
て
、
写
真
が

あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
撮
影
さ
れ
た
時
代
を
生
き
た
人
々
に
と
っ
て
、
懐
か
し

い
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
歴
史
を
知
る
上

で
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
射
水
神
社
の
鎮
座
さ
れ
る
高
岡
古
城
公
園
は
、「
古ふ
る
お
し
ろ

御
城
」

と
呼
び
親
し
ま
れ
、
服
部
嘉
十
郎
ら
に
よ
っ
て
、
金
沢
藩
に
よ
る
民

有
地
と
し
て
の
払
い
下
げ
の
危
機
を
脱
し
て
、
明
治
八
年
七
月
に
「
高

岡
公
園
」
と
し
て
残
り
、
さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
射
水
神
社
が
二
上

山
よ
り
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
公
園
は
昭
和
四
十
年
に
富
山
県
指
定
史
跡
、
昨
年
の
平

成
二
十
七
年
に
は
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
静
か
に

佇
む
射
水
神
社
は
四
季
を
通
じ
て
朝
夕
に
多
く
の
方
が
お
参
り
さ
れ
、

そ
の
姿
は
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

当
神
社
で
は
、
十
年
に
一
度
の
式
年
大
祭
に
併
せ
て
、
平
成
二
十
三

年
よ
り
こ
れ
ま
で
五
年
間
に
亘
り
、
神
社
史
編
纂
の
一
環
と
し
て
、

新
た
な
資
料
の
蒐
集
、
発
掘
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

高
岡
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
護
り
伝
え
た
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触

れ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
四
月
二
十
三
日
か
ら
七
月
二
十
四

日
ま
で
開
催
し
た
本
展
で
は
、
こ
の
た
び
蒐
集
し
た
資
料
を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
当
社
が
所
蔵
し
て
き
た
資
料
を
加
え
、
長
く
地
域
の
人
々

の
〝
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
〟
と
な
っ
て
き
た
射
水
神
社
の
明
治
か
ら
現

代
に
至
る
社
頭
の
う
つ
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
今
日
そ
の
姿
を
拝
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
建
造
物
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

①
越
中
国
高
岡
国
幣
中
社
射
水
神
社
ノ
図

当神社は、延長5年（927）撰進の『延喜式』神名帳では名神大社、明治4年（1871）に県内最高位の国幣中社に列
せられた。国幣社としての諸条件を鑑み、明治8年（1875）に高岡古城公園（当時、高岡公園）本丸跡の現鎮座地に
遷座された。写真には遷座直後の大拝殿と装束姿の神職が見える。拝殿は現在の倍近くの規模を誇ったが、明治14年
（1881）の大雪によって倒潰した。

「
い
み
づ
の
か
み
の
や
し
ろ 

―
高
岡
町
民
と
共
に
歩
み
し
射
水
神
社
―
」
を
初
開
催
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②
絵
葉
書「
高
岡
古
城
公
園
射
水
神
社
」

④
射
水
神
社
境
内
図

⑤
絵
葉
書「
国
幣
中
社
射
水
神
社
御
本
殿
」

③
絵
葉
書
「
射
水
神
社
（
前
景
）

　
　
　
　
（T

H
E

 S
H

A
S

U
I S

H
R

IN
E

）」

⑥
絵
葉
書「（
高
岡
名
所
）
射
水
神
社
」

年代：明治40年（1907）～大正6年（1917）
明神型の大鳥居で、奥にはかつての第一鳥居と高床の拝殿が見える。

明治35年（1902）に再建された社殿の形式は神明造りで、本殿・中門・拝殿が一直線に並び、中門から出た透塀が本殿を囲むという配置
形式は明治時代に適用された「神社制限図」と同じであり、社殿の規模も、社務所以外は中社の規模制限に従っている。『国幣中社射水神
社志』（高野義太郎著　大正13年［1924］9月13日発行）所収の鳥瞰図。

年代：明治40年（1907）～大正6年（1917）
鯨幕の張られた幄舎は、祭典時に設けられた神饌所と思われる。

年代：明治40年（1907）～大正6年（1917）
両部型の大鳥居で、有栖川宮熾仁親王御真筆の扁額が見える。

年代：大正7年（1918）～昭和7年（1932）
神明型の大鳥居の奥には、昭和4年（1929）の大嘗祭御下賜鳥居。
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⑦
絵
葉
書
「（
高
岡
名
勝
）
射
水
神
社
」

⑩
絵
葉
書「
国
幣
中
社
射
水
神
社　

中
門
」

⑧
絵
葉
書
「
射
水
神
社　

社
殿
」

⑨
拝
殿［
平
成
16
年（
２
０
０
４
）空
撮
］

⑪
絵
葉
書「
国
幣
中
社
射
水
神
社
神
楽
殿
」

年代：大正7年（1918）～昭和7年（1932）
昭和4年（1929）の昭和天皇即位の礼の大嘗祭にあたって下附された鳥居については「御下賜鳥居ニ関スル一件書類」として記録が残され
ている。現在、同じ場所には、伊勢の神宮から特別に譲り受けた外宮の「板垣北御門」（鳥居）が建つ。

年代：大正7年（1918）～昭和7年（1932）

年代：昭和20年（1945）

年代：明治40年（1907）～大正6年（1917）
大正天皇の御大典記念として市民有志等によって献楽会が組織
され、大正4年（1915）12月に奉建された神楽殿。
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日
伊
外
交
関
係
開
設
百
五
十
周
年
を
祝
し
、
平
成

二
十
八
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
の
間
、
イ

タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
市
の
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
宮
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
文
化
庁
主
催
「
日
本
仏
像
展
」
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
木
造
男
神
坐
像
」
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
安
時
代
中
期
の
作
と
さ
れ
、
射
水
神
社
の
旧
御
神
躰

で
あ
る
男
神
坐
像
は
、
ケ
ヤ
キ
材
の
一
木
造
り
で
、
坐
像

で
あ
り
な
が
ら
、
高
さ
一
二
〇
㌢
を
超
え
、
小
さ
な
像
が

多
い
神
像
の
中
で
も
そ
の
大
き
さ
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

神
像
の
出
御
と
還
御
に
際
し
て
は
、
二
上
射
水
神
社
炭

谷
一
彦
宮
司
が
斎
主
を
勤
め
、
炭
谷
禰
宜
が
奉
仕
、
私
も

記
録
・
調
査
の
た
め
参
列
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
四
日
、
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
主
任
で

文
化
財
調
査
官
（
彫
刻
部
門
）
の
奥
健
夫
氏
は
じ
め
、
日

本
通
運
美
術
品
輸
送
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
関
係
者
ら
が
来
社
、

多
数
の
氏
子
崇
敬
者
が
見
守
る
中
で
点
検
・
梱
包
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
、
展
覧
を
終
え
た
神
像
は
還
御
と
な
り
、
出

御
以
来
、
無
事
の
お
も
ど
り
を
日
夜
祈
り
続
け
た
氏
子
の

皆
様
一
同
は
、
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
元
で
は
文
化
財
保
存
会
（
岩
田
政
治
会
長
）

が
組
織
さ
れ
、
氏
子
の
方
々
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
温
か
い
心

の
も
と
、
神
像
は
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
庁
主
催
海
外
展
「
日
本
仏
像
展
」
に
出
展

二
上 

射
水
神
社 

国
重
文
「
木
造
男
神
坐
像
」
が
ロ
ー
マ
へ

　

今
回
の
出
展
を
契
機
と
し
て
、
未
来
を
担
う
子
供
達
の

た
め
に
も
〝
ふ
る
さ
と
の
宝
〟
の
価
値
を
見
出
し
、
神
職

と
し
て
地
域
に
根
付
く
神
社
の
由
緒
を
正
し
く
守
り
伝
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

本
社
に
は
男
神
坐
像
面
の
複
製
（
ブ
ロ
ン
ズ
製
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
製
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
詳
細
は
不
明
で

す
が
、
瞋
目
の
つ
よ
い
面
貌
や
、
鉈
彫
り
風
に
荒
く

仕
上
げ
た
特
徴
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

凡
そ
の
寸
法
は
高
さ
十
八
㌢
、
幅
二
十
八
㌢
、
奥

行
き
三
十
五
㌢
で
、
筥
の
紙
箋
に
「
射
水
神
社
神
像

複
製
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸鑿の痕を平行に整然とつけ、荒く鑿目を残す鉈彫りの技法がはっきりと見て取れる。（本社蔵）

権
禰
宜
（
社
宝
管
理
担
当
）
田
中
天
美 神像庫にて
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左
義
長
（
射
水
の
火
祭
り
）

開
運
厄
除 

節
分
祭

祈
年
祭

　

昔
か
ら
〝
鎮
守
の
杜
・
神
社
〟
で
は
、〝
祭
り
〟
を
通
し
て
、
家
族
・
地
域
、

人
と
人
と
の
絆
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
の
は
じ
ま
り
に
当
た
り
、
ご
家
族
・
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
お
参
り

い
た
だ
き
、
ご
神
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

　
　
火
鑽
神
事
（
社
殿
・
祝
詞
舎
）
　
18
時
00
分

　
　
点
火
の
儀
（
境
内
・
や
ぐ
ら
前
）
18
時
30
分
［
21
時
頃
ま
で
］

　

古
式
の
火
鑽
具
に
よ
っ
て
、「
忌
火
」（
清
浄
な
火
）
を
起
こ
し
、
高
さ
約
十
メ
ー

ト
ル
超
の
や
ぐ
ら
に
点
火
、
お
正
月
飾
り
や
お
守
り
、
書
初
な
ど
を
焚
き
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
火
に
あ
た
る
と
一
年
間
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
も
い
い
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
方
が
お
参
り
に
な
ら
れ
ま
す
。

 　

節
分
は
、
古
来
よ
り
災
厄
や
邪
気
を
祓
い
清
め
、
幸
福
を
招
き
入
れ
る
目
出
度
い

行
事
で
、
炒
っ
た
大
豆
を
神
前
に
供
え
た
後
、「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
唱
え
な
が
ら

屋
内
外
に
豆
を
撒
き
ま
す
。

福
男
と
福
女
の
奉
仕
に
つ
い
て

○
募
　
　
集

　

福
男 

五
名

　
　
［
裃
を
着
て
、
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
す
］

　

福
女 

五
名

　
　
［
千
早
を
着
て
、
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
す
］

○
対
　
　
象

　

厄
年
（
前
厄
・
本
厄
・
後
厄
）
の
男
女

　

年
男
・
年
女
の
方

○
お
申
込
・
問
合
せ

　

℡
〇
七
六
六
―
二
二
―
三
一
〇
四

　

射
水
神
社
々
務
所
（
担
当
神
職　

田
中
天
美
）

　
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も
い
い
、「
年
を

祈
る
」
と
記
す
よ
う
に
、
本
年
の
稲
を
は
じ
め

と
す
る
穀
物
や
作
物
の
豊
穣
、
さ
ら
に
は
諸
産

業
の
発
展
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

当
社
の
御
社
紋
に
は
、
神
鏡
に
た
わ
わ
に
稔

る
稲
穂
が
描
か
れ
て
お
り
、
五
穀
豊
穣
の
神
様

た
る
御
神
徳
の
象
徴
で
す
。

新
春
祭
儀
の
ご
案
内

一
月
十
四
日
（
土
）
午
後
六
時

二
月
三
日
（
金
）
午
後
三
時

二
月
十
七
日
（
金
）
午
前
十
時
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ご

奉

納

一
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
　
　 

壱
台

　
カ
マ
タ
ニ
印
刷
　
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

人
　
事

新
　
任

巫
　
女

　
髙
橋
真
都
華

　
　
平
成
二
十
八
年

　
　
十
月
一
日

（
敬
称
略
）

授
与
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
製
「
御
朱
印
帳
」

縁
起
物
「
鏑
矢
」（
ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ
）

絵
馬
「
大
願
成
就
」

祈
祷
御
守
一
新
！

　
〝
御
朱
印
ブ
ー
ム
〟
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
当
神
社
へ
も
た
く
さ
ん
の
方
が
参
拝
に

訪
れ
、
ご
朱
印
を
受
け
て
行
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
い
よ
い
よ
当
神
社
特
製
「
御
朱
印
帳
」
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　

尚
、
限
定
百
冊
で
「
黒
色
」
が
特
別
に
頒
布
さ
れ
ま
す
。

社
頭
の
鳥
居
と
紅
梅
（
御
神
木
）。

背
面
に
は
御
神
紋
に
豊
か
に
稔

る
稲
穂
を
表
し
ま
し
た
。

※
御
朱
印
は
、
神
仏
を
お
参
り
し
た
証
と
し
て

受
け
る
特
別
な
「
印
」
で
す
。
神
仏
ご
加
護

の
籠
っ
た
も
の
と
し
て
大
切
に
お
持
ち
下
さ

い
。

　

昨
今
の
住
宅
事
情
に
よ
る
神
棚
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
対
応
す
る
為
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
も
飾
り
易
い
鏑
矢
を
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。

　

祈
祷
（
お
祓
い
）
の
お
受
け
の
方
々
に
お
頒
ち
致
し

ま
す
。

　

社
殿
の
背
後
に
は
、
射
水
の
大
神
が
国
土
を
平
定
す

る
際
に
鎮
座
さ
れ
た
二
上
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
年
の
は
じ
ま
り
に
特
別
な
願
い
を
込
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

皆
様
に
は

清
々
し
い
新
年

を
お
迎
え
に
な

り
、
ご
家
族
お

揃
い
で
お
参
り

下
さ
い
。

通常版

新
春

次
の
授
与
品
が
新
し
く
頒
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

安産御守
［桐箱入］

病気平癒御守
［桐箱入］

厄
除
守
と
身
祝
御
守

限定版
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平
成
二
十
九
年

祈
祷
（
お
祓
い
）
の
ご
案
内

個　

人　

祈　

祷

一
、厄
年
祓

本
　
厄

四
十
二
歳 
男 
昭
和
五
十
一
年
生

三
十
七
歳 

女 
昭
和
五
十
六
年
生

三
十
三
歳 

女 

昭
和

六

十

年
生

二
十
五
歳 

男 

平
成
　
五
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成

十

一

年
生

前
　
厄

四
十
一
歳 

男 

昭
和
五
十
二
年
生

三
十
二
歳 

女 

昭
和
六
十
一
年
生

二
十
四
歳 

男 

平
成
　
六
　
年
生

　
十
八
歳 

女 

平
成

十

二

年
生

後
　
厄

四
十
三
歳 

男 

昭
和

五

十

年
生

三
十
四
歳 

女 

昭
和
五
十
九
年
生

二
十
六
歳 

男 

平
成
　
四
　
年
生

　
二
十
歳 

女 

平
成
　
十
　
年
生

一
、身
祝（
男
女
）

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳 

昭
和
三
十
二
年
生

古こ

稀き

七
十
歳 

昭
和
二
十
三
年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳 

昭
和

十

六

年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳 

昭
和

十

三

年
生

一
、家
内
安
全
祈
願

一
、商
業
繁
栄
祈
願

一
、合
格
祈
願

一
、安
産
祈
願

一
、初
宮
詣

一
、そ
の
他
諸
祈
願

団　

体　

参　

拝

祈
祷
受
付
時
間　

元
日 

午
前
０
時（
一
番
神
楽
）～
午
後
五
時
／
二
日
以
降 

午
前
九
時
～
午
後
五
時

一
、職
場
安
全
・
商
業
繁
栄
祈
願 

等

◎
初
穂
料
　
二
万
円
よ
り
志（
お
酒
二
升
を
お
供
え
下
さ
い
）

※
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い

◎
初
穂
料
　
五
千
円
よ
り
志

　
　（
お
志
に
よ
り
、お
酒
・
鏡
餅
等
を
お
供
え
下
さ
い
）

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳 

昭
和
　
五
　
年
生

　

今
号
は
『
新
嘗
祭
』
の
古
儀
復
興
を
は
じ
め
、
五
ヵ
年
を
か
け
て
蒐
集
さ
れ
た

古
写
真
の
展
覧
、
さ
ら
に
は
男
神
坐
像
の
訪
伊
な
ど
、
当
社
に
と
っ
て
稔
り
多
き

一
年
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
社
の
歴
史
は
、
我
が
国
の
根
本
精
神
に
通
じ
、
そ
れ
を
守
る
べ
き
我
々
が
自

社
と
地
域
の
歴
史
を
知
ら
ぬ
ま
ま
に
、今
後
を
歩
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。ま
し
て
、

歴
史
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
数
々
の
穐
を
得
て
、
射
水
神
社
と
は
如
何
な
る
由
緒
を
持
つ
社
で
あ
る
か
、

ま
た
何
故
、
鎮
座
地
と
し
て
は
稀
な
公
園
に
遷
座
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、

そ
の
神
蹟
を
顧
み
、
向
後
の
叡
智
を
結
集
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
崇
敬
の
皆
様
に
は
、
愈
々
に
御
神
徳
を
戴
か
れ
、
幸
多
き
日
々
を
お
過
ご
し

に
な
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

発
行
日
／
平
成
二
十
九
年
一
月
　
　
発
行
所
／
射
水
神
社
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一
　
　
印
刷
所
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
　
　
表
紙
／
新
嘗
祭「
浦
安
の
舞
」

お
問
合
せ〈
社
務
所
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

三
一
〇
四
　〈
結
婚
式
場
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

〇
八
〇
八
　U

RL

／http://w
w
w
.im
izujinjya.or.jp

　E

メ
ー
ル
／info@

im
izujinjya.or.jp

越
中
総
鎮
守
一
宮

　

狂
言
和
泉
流
二
十
世
宗
家
和
泉
元
彌
師
よ

り
、
遷
座
百
四
十
年
の
式
年
大
祭
で
の
神
前

奉
納
と
「
勧
進
狂
言
」
を
記
念
し
て
、
狂
言

の
代
表
的
な
「
萩
大
名
」
に
ち
な
ん
で
ご
奉

納
い
た
だ
い
た
ハ
ギ
が
今
秋
、
初
開
花
を
迎

え
ま
し
た
。

　

和
泉
元
彌
師
は
『
万
葉
集
』
の
朗
読
劇
「
ひ

と
り
し
思
へ
ば
」
に
主
人
公
の
大
伴
家
持
役

で
出
演
し
て
お
り
、
歌
集
に
最
も
歌
わ
れ
た

花
で
も
あ
る
ハ
ギ
に
「
ご
縁
が
続
き
ま
す
よ

う
に
」
と
の
思
い
を
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

萩 

― 

は 

ぎ 

―

射水神社 検　索


